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2013（H25）県立高校入試解説
問１．

(ｱ) 4－(－ 6)＝ 4＋ 6＝ 10

(ｲ) － ＋ ＝－ ＋ ＝－

(ｳ) 24a2b ÷ 3ab ＝ ＝ 8a

(ｴ) － ＝ － ＝ － ＝

問２．

(ｱ) (x － 3)(x＋ 5)－(x－ 2)2＝ x2＋ 2x － 15 －(x2－ 4x ＋ 4)
＝ x2

＋ 2x － 15－ x2
＋ 4x － 4 ＝ 6x － 19

(ｲ) x(x ＋ 7)－ 8 ＝ x2
＋ 7x － 8＝(x＋ 8)(x － 1)

(ｳ) 3x2 － x－ 1 ＝ 0

(ｴ) 4x ＋ 3y ＝ 6 ① ① 4x ＋ 3y＝ 6 x ＝ 3 を①に代入して

2x － y ＝ 8 ② ②× 3 ＋）6x－ 3y ＝ 24 12 ＋ 3y＝ 6

10x ＝ 30 3y＝－ 6

x ＝ 3 y＝－ 2

(ｵ) y ＝ 2x2 x 2 4 変化の割合は yの増加量 32－ 8

y 8 32 xの増加量 4－ 2

したがって変化の割合は

(別解) 変化の割合＝(2 ＋ 4)× 2 ＝ 12

(ｶ) AB2
＝(4 － 2)2

＋｛3 －(－ 2)｝ 2

＝ 22
＋ 52

＝ 29

AB＞ 0 より

AB＝ cm

(ｷ) x2
－ 2x＝ 24

x2
－ 2x － 24 ＝ 0 (ｸ)三角形の外角より

(x－ 6)(x＋ 4)＝ 0 ∠ CAB ＝ 80－ 44＝ 36 °
x＝ 6，－ 4 円周角の定理により

x＞ 0 より ∠ CAB ＝∠ CDB ＝ 36°
x＝ 6 AB は直径なので

∠ ADB ＝ 90 °
∠ ADC ＝ 90 － 36＝ 54°
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問３．

(ｱ) 点 A の x座標は 2

のグラフ上にあるので、y＝ 3

y＝ ax2
のグラフは、点 A(2，3)を通るので

3 ＝ 4a a＝

(ｲ) 点 Dの x 座標は－ 3

のグラフ上にあるので、y＝－ 2

点 C(0，3)と点 D(－ 3，－ 2)を通るので、

傾きは 3 コイッテ 5 アガルので

y＝ x ＋ 3

(ｳ) EF¥AB より △ DFE ∽△ DBA 相似比は DF：DB ＝ DG：DH なので
y座標のみで分かる DG：DH ＝ 3：5

相似な図形の面積比は相似比の 2乗になるので △ DFE：△ DBA ＝ 9：25

四角形 AEFB の面積は、25 － 9 ＝ 16

したがって、△ DFE の面積：四角形 AEFB の面積＝ 9：16

問４．

(ｱ) (ｲ)

線分 AC 上になるには 底辺 AB ＝ 6cm なので
(1,5)，(2,3)，(3,1)の３通り 高さが 2cm になれば良い
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(ｳ)

∠ B ＝ 90° BP⊥ BC となる直線上

(a，b)＝(1,3)，(2,5)

∠ C ＝ 90 CB ⊥ CP
(a，b)＝(5,1)，(6,3) となる直線上

∠ P＝ 90 ° BC を直径とした円周上
(a，b)＝(1,2)，(3,2)，(4,1)

問５．

連続する 5つの自然数は n，n ＋ 1，n＋ 2，n ＋ 3，n ＋ 4と表されるから，
最も大きい自然数は n ＋ 4 である。

よって，最も大きい自然数の 2 乗から最も小さい自然数の 2乗を引いた差は，
(n＋ 4)2

－ n2
＝ n2

＋ 8n ＋ 16 － n2

＝ 8n ＋ 16
＝ 8(n ＋ 2)

n ＋ 2は中央の自然数だから，8(n ＋ 2)は中央の自然数の 8 倍である。
よって，連続する 5つの自然数について，最も大きい自然数の 2乗から

最も小さい自然数の 2乗を引いた差は，中央の自然数の 8倍になる。
問６．

(ｱ) 底面積×高さ×

＝ 6 × 6 × 6 × ＝ 72 (cm3)

(ｲ)

EFより AC に垂線を下ろす
＜ CFを含む平面を作り考える＞

AF：AE ＝ 1：3 ＝ FK：EH(6)より
FK ＝ 2

△ ABC において三平方の定理で

1：1： より AC ＝

AH ＝ ，AK：KH ＝ 1：2 より

KH ＝ したがって KC ＝

△ FKC において三平方の定理で、CF2
＝ 22

＋( )
2
＝ 4 ＋ 50 ＝ 54

CF＞ 0 より CF ＝
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(ｳ)

正四角すいを△ EAB，△ EBC，△ ECD が辺 EB，辺 EC でつながった状態で展開したとき，
長さが最も短くなるように引いた線は線分 AD となり，AD と辺 EB の交点が G である。

AD と EC の交点を Jとする。
ここで，立体の正四角すいの△ EAH において，三平方の定理より，

EA2 ＝ 62 ＋( )2 ＝ 36 ＋ 18 ＝ 54 EA ＞ 0 より EA ＝
△ ABG∽△ EBC だから，BG：BC ＝ AB：EB

よって， BG：6 ＝ 6： BG ＝ 36 BG ＝ (cm)

問７．

〔証明〕

△ ABFと△ DEFにおいて，

まず，対頂角は等しいから，

∠ AFB ＝∠ DFE …①

次に，△ ABC において，
点 D は辺 BC の中点，点 E は辺 AC の中点であるから，
中点連結定理より，

AB¥ED …②

②より，平行線の錯角は等しいから，

∠ ABE ＝∠ DEB
よって，∠ ABF＝∠ DEF …③

①，③より，2組の角がそれぞれ等しいから，
△ ABF∽△ DEF
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